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父
が
川
越
商
工
会
議
所
副
会
頭
、
叔
父
が
電
力
王
福
沢
桃
介
と
い
う
恵
ま
れ
た
環
境
で
育
ち
、
東
京
美
術
学

校
卒
業
後
、
新
文
展
特
選
等
順
調
に
制
作
活
動
を
行
っ
て
い
た
が
、
両
人
の
没
後
援
助
が
途
絶
え
、
結
婚
の
失
敗
、

仲
間
と
の
し
が
ら
み
等
に
よ
り
画
壇
を
離
れ
た
。

　

戦
後
、
岩
﨑
の
こ
と
を
神
さ
ま
絵
か
き
と
尊
称
し
た
川
端
康
成
や
河
北
倫
明
等
の
協
力
で
復
帰
を
目
指
す
が
、

完
璧
主
義
、
プ
ラ
イ
ド
の
高
さ
等
が
邪
魔
を
し
て
不
遇
な
生
涯
を
送
っ
た
。

　
《
橋（
大
阪
）》は
小
品
な
が
ら
充
実
し
て
い
た
時
代
の
作
品
で
あ
る
。
兄
が
こ
の
地
に
勤
務
し
て
い
た
関
係
で
、

し
ば
し
ば
訪
れ
作
品
を
残
し
て
い
る
。

　

私
の
祖
父
が
画
家
の
父
親
と
懇
意
に
し
て
い
た
関
係
で
入
手
し
た
と
思
わ
れ
る
。
骨
董
好
き
だ
っ
た
と
聞
く

祖
父
が
亡
く
な
っ
て
五
年
後
に
生
を
受
け
た
私
に
と
っ
て
、
大
切
に
受
け
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
作

品
で
あ
る
。

新
井　

博
（
埼
玉
県
川
越
市
）

岩
﨑
勝
平
《
橋
（
大
阪
）》

運
命
の
い
た
ず
ら
！　

神
さ
ま
絵
か
き

岩﨑勝平（いわさき・かつひら／ 1905 − 1964 年）
埼玉県川越生れ。1930年東京美術学校西洋画科卒。36年文展鑑査展で選奨。
37 年新文展で特選。39 年春台展で岡田賞を受賞。47 年から京橋の繭山龍
泉堂に出入りし、川端康成、河北倫明らと親交する。64 年没、59 歳。

岩﨑勝平《 橋（大阪） 》
油彩・板　24.3 × 33.4cm　1932 年

Iwasaki Katsuhira  A Bridge (Osaka)
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二
〇
〇
五
年
一
一
月
二
七
日
に
九
七
歳
で
逝
去
さ
れ
た
脇
田
さ
ん
、
最
期
の
ベ
ッ
ド
で
も
小
箱
に
絵
付
け
し

て
い
た
。

　

霊
南
坂
教
会
で
の
偲
ぶ
会
が
終
り
、
立
春
の
頃
世
田
谷
の
脇
田
邸
に
奥
様
を
訪
ね
た
。
食
事
を
し
な
が
ら
思

い
出
ば
な
し
に
花
が
咲
い
た
あ
と
、
主
の
い
な
く
な
っ
た
ア
ト
リ
エ
に
通
さ
れ
た
。
足
元
に
あ
っ
た
の
が
こ
の

ペ
ー
パ
ー
パ
レ
ッ
ト
。
思
わ
ず
「
い
た
だ
け
ま
す
か
？
」
と
声
が
で
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
上
に
「
鉛
筆
も
！
」　

図
々
し
い
こ
と
こ
の
上
な
し
。
奥
様
は
快
諾
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

　

嬉
し
さ
の
余
り
大
事
に
抱
え
帰
路
に
つ
い
た
が
「
絵
は
日
記
で
す
。
忘
れ
な
い
た
め
に
毎
日
筆
を
執
り
ま
す
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
脇
田
さ
ん
の
顔
が
目
に
浮
か
び
、
こ
れ
を
額
に
納
め
作
品
に
し
よ
う
と
思
い
つ
い
た
。

　

額
装
が
終
り
脇
田
邸
へ
。「
素
晴
ら
し
い
わ
、
こ
ん
な
に
し
て
く
だ
さ
っ
て
」
と
、
と
て
も
喜
ん
で
く
だ
さ
っ

た
奥
様
の
笑
顔
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。

　

木
の
葉
や
布
の
切
れ
は
し
な
ど
コ
ラ
ー
ジ
ュ
し
て
し
ま
う
の
が
得
意
だ
っ
た
脇
田
さ
ん
に
も
き
っ
と
喜
ん
で

い
た
だ
け
る
と
思
う
。

新
井　

博
（
埼
玉
県
川
越
市
）

脇
田　

和
《
ペ
ー
パ
ー
パ
レ
ッ
ト
と
筆
》

脇
田
さ
ん
と
の
思
い
出

脇田　和（わきた・かず／ 1908 − 2005 年）
東京生れ。1923 年渡欧。25 − 30 年ベルリン国立美術学校卒。光風会会
友。36 年新制作派協会を結成、会員となる。55 年日本国際美術展最優秀賞。
70 年東京藝術大学教授を退官。98 年文化功労者。東京で没、97 歳。

脇田　和《 ペーパーパレットと筆 》
油彩、他・紙　31.4 × 45.2cm　2003 年頃

Wakita Kazu  Paper Palette and Brushes
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私
は
清
宮
さ
ん
の
ガ
ラ
ス
絵
が
大
好
き
だ
。

　

二
〇
〇
四
年
高
崎
市
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た「
清
宮
質
文
の
ま
な
ざ
し
展
」で
こ
の《
水
辺
の
窓
》に
魅
了
さ
れ
、

ア
プ
ロ
ー
チ
を
送
り
続
け
て
一
〇
年
、
遂
に
晩
年
の
ガ
ラ
ス
絵
の
代
表
作
に
辿
り
着
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

画
家
に
し
か
描
く
こ
と
の
で
き
な
い
空
気
感
、
独
自
の
水
彩
絵
の
具
の
滲
み
、
濃
淡
の
ブ
ル
ー
の
中
に
ぽ
っ

と
浮
き
あ
が
る
窓
の
灯
り
が
水
面
に
映
り
、
室
内
の
団
欒
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

戦
死
し
た
学
友
の
鎮
魂
の
た
め
に
絵
を
描
き
続
け
た
画
家
に
し
て
は
珍
し
く
暖
か
味
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る

作
品
で
あ
る
。

新
井　

博
（
埼
玉
県
川
越
市
）

清
宮
質
文
《
水
辺
の
窓
》

一
〇
年
間
待
ち
つ
づ
け
た
恋
人

清宮質文（せいみや・なおぶみ／ 1917 − 1991 年）
東京生れ。父は画家の清宮彬。同舟舎に学ぶ。東京美術学校油画科卒。慶應義
塾工業学校の美術教師を務める。1957 年春陽会会員。サエグサ画廊、南天子
画廊、フォルム画廊等で個展。木版画、ガラス絵等を制作。東京で没。73 歳。

清宮質文《 水辺の窓 》
水彩（ガラス絵）・ガラス　15.6 × 11.2cm　1989 年

Seimiya Naobumi  A Window on the Waterside
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野
田
哲
也
の
作
品
は
、
白
黒
の
も
の
が
多
く
、
と
き
に
色
が
つ
け
ら
れ
て
い
て
も
、
淡
く
、
渋
い
。

　
《
日
記
》
の
初
期
の
作
品
に
は
、
原
色
の
色
彩
を
用
い
た
も
の
が
少
な
い
な
が
ら
み
ら
れ
る
。

　

本
作
は
、
暗
い
改
築
前
の
聖
路
加
国
際
病
院
の
廊
下
を
正
面
に
お
い
て
、
前
方
に
左
右
二
つ
の
鮮
や
か
な
青

色
の
か
た
ま
り
―
寝
具
を
配
し
て
、
そ
の
う
ね
る
よ
う
な
か
た
ち
は
画
面
全
体
に
力
動
感
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　
《
日
記
》
の
日
付
か
ら
み
る
と
、
そ
れ
は
二
世
誕
生
の
と
き
の
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
野
田
先
生
に
つ
い
て
は
、
楽
し
い
思
い
出
が
あ
る
。
そ
れ
は
二
〇
〇
九
年
の
一
月
、「
わ
の
会
」

の
有
志
十
名
ば
か
り
が
、
同
市
在
住
で
先
生
と
ご
懇
意
の
堀
良
慶
氏
（
会
の
事
務
局
長
）
の
お
世
話
で
、
先
生

の
ア
ト
リ
エ
訪
問
と
懇
談
の
機
会
を
得
た
と
き
の
も
の
だ
。

　

広
い
ア
ト
リ
エ
で
は
、
作
品
制
作
の
メ
カ
の
説
明
を
伺
っ
た
り
、
ド
リ
ッ
ト
夫
人
の
お
手
伝
い
で
木
版
の
摺

る
と
こ
ろ
を
身
近
か
に
拝
見
し
た
。
ま
た
そ
の
あ
と
は
、
丸
い
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
ビ
ー
ル
を
い
た
だ
き
な
が

ら
の
歓
談
の
ひ
と
と
き
を
持
っ
た
。
そ
れ
は
、
先
生
御
夫
妻
の
誠
実
で
温
か
い
お
人
柄
に
触
れ
る
機
会
で
も
あ
っ

た
。

伊
東
總
吉
（
東
京
都
多
摩
市
）

野
田
哲
也
《
日
記
１
９
７
２
年
10
月
25
日
》

野
田
作
品
の
色
彩
に
新
鮮
さ
を
感
じ
て
―

野田哲也（のだ・てつや／ 1940 −）
熊本県不知火生れ。東京藝術大学院絵画研究科油絵専攻修了。1968 年東京
国際版画ビエンナーレ国際大賞を受賞。91 年東京藝術大学教授。2014 年
大英博物館で半年間個展を開催。現在、東京藝術大学名誉教授。

野田哲也《 日記 1972 年 10 月 25 日 》
リトグラフ、木版、シルクスクリーン・和紙　43.5 × 60.0cm　1972 年

Noda Tetsuya  Diary: October 25, 1972
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作
者
は
当
時
五
〇
歳
、
銅
版
づ
く
り
の
技
術
を
掌
中
に
し
て
、
黒
地
の
空
間
に
横
向
き
の
人
形
を
自
由
に
浮

か
せ
て
そ
の
名
の
と
お
り
の
「
マ
ジ
ッ
ク
ル
ー
ム
」。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
力
作
を
二
、三
年
に
わ
た
り
次
々
と
発

表
し
て
い
る
。

　

当
時
私
は
有
楽
町
勤
務
の
公
務
員
で
、
昼
の
つ
と
め
か
ら
解
放
さ
れ
て
か
ら
は
、
と
き
ど
き
画
廊
巡
り
を
楽

し
み
に
し
て
い
た
。
版
画
収
集
は
、
手
の
届
く
範
囲
で
創
作
版
画
を
中
心
に
年
数
点
の
割
合
で
手
に
入
れ
る
よ

う
に
し
て
い
た
。

　

銀
座
で
は
、
シ
ロ
タ
画
廊
、
渡
邊
木
版
美
術
画
舗
、
養
清
堂
画
廊
な
ど
を
巡
っ
て
、
コ
ー
ス
の
し
め
く
く
り
は
、

八
重
洲
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
四
階
の
版
画
コ
ー
ナ
ー
・
プ
リ
ン
ト
ア
ー
ト
セ
ン
タ
―
に
立
ち
寄
る
こ
と
が
多
か
っ

た
。

　

当
時
、
そ
の
代
表
の
魚
津
章
夫
氏
は
、
堀
井
の
芸
術
性
を
高
く
評
価
し
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
す
る
こ
と
を
熱

心
に
す
す
め
て
く
れ
た
。

　

丁
度
、
一
九
八
四
年
に
堀
井
の
個
展
が
養
清
堂
画
廊
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
四
点
を
求
め
た
が
、
本
作
は
そ

の
う
ち
の
一
点
で
あ
る
。

　

こ
の
た
び
、
引
っ
越
し
た
マ
ン
シ
ョ
ン
の
白
い
壁
に
細
い
金
縁
の
フ
レ
ー
ム
に
収
ま
っ
て
、
お
か
げ
で
、
私

は
上
質
の
贅
沢
を
味
わ
っ
て
い
る
。

伊
東
總
吉
（
東
京
都
多
摩
市
）

堀
井
英
男
《m

agic room
 8

3
-1

》

さ
わ
や
か
な
銅
版
画
の
質
感
と
自
由
な
画
想
に
魅
せ
ら
れ
て

堀井英男（ほりい・ひでお／ 1934 − 1994 年）
茨城県潮来生れ。東京藝術大学美術専攻科（現・大学院）中退。独学で銅版
画を習得する。1967 年日本版画協会賞を受賞、68 年会員となる。76 年
創形美術学校版画科主任。91 年創形美術学校校長。東京で没、60 歳。

堀井英男《 magic room 83-1 》
エッチング、アクアチント・紙　58.0 × 42.5cm　1983 年

Horii Hideo  magic room 83-1
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一
九
六
〇
年
代
、
加
賀
美
勣
の
一
見
単
純
に
見
え
る
地
平
線
と
林
だ
け
の
風
景
画
に
魅
せ
ら
れ
た
の
が
始
ま

り
で
し
た
。
重
厚
な
マ
チ
エ
ー
ル
、
暗
緑
色
の
シ
ュ
ー
ル
な
不
思
議
な
味
わ
い
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
（
私
の
愛

す
る
一
点
展
出
品
）。

　

こ
の
「
卓
上
の
静
物
」
と
い
う
作
品
は
そ
の
一
〇
年
後
に
出
合
っ
た
も
の
で
す
。

　

卓
上
静
物
は
、
鋭
角
的
三
角
形
の
フ
ォ
ル
ム
と
小
さ
な
円
、
縦
列
状
に
粒
子
状
の
花
。
卓
上
は
赤
一
色
の
単

純
明
快
。
こ
の
○
△
□
で
単
純
に
画
面
を
構
成
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
基
本
的
な
造
形
上
の
○
△
□
は
北
斎
、

セ
ザ
ン
ヌ
、
仙
厓
等
の
画
論
に
も
通
じ
、
歯
切
れ
の
よ
さ
に
快
感
す
ら
覚
え
ま
す
。
ま
た
、
十
数
年
前
、
愛
知

県
小
牧
市
の
メ
ナ
ー
ド
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
加
賀
美
の
作
品
に
感
動
し
た
記
憶
が
蘇
っ
て
き
ま
し
た
。

　

加
賀
美
の
作
品
の
中
に
「
静
物
的
風
景
」
と
い
う
不
思
議
な
作
品
の
絵
が
何
点
か
あ
り
ま
す
。
山
梨
の
大
自

然
で
出
合
っ
た
形
を
、
自
分
の
中
で
昇
華
し
知
的
静
物
画
と
し
て
大
作
を
連
続
発
表
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
享

年
五
九
歳
と
あ
ま
り
に
も
若
い
死
の
こ
の
画
才
が
惜
し
ま
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。

金
井
徳
重
（
長
野
県
中
野
市
）

加
賀
美
勣
《
卓
上
の
静
物
》

自
然
か
ら
知
的
静
物
画
へ

加賀美勣（かがみ・いさお／ 1939 − 1999 年）
山梨県甲府生れ。1965 年東京藝術大学大学院卒。大橋賞、国画賞 40 周年
記念賞を受賞。68 年国画賞を受賞し、会員となる。92 年愛知県立芸術大
学教授。個展で発表。99 年長野で没、59 歳。

加賀美勣《 卓上の静物 》
油彩・キャンバス　45.5 × 53.0cm　1982 年

Kagami Isao  Still Life on a Table
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半
世
紀
前
の
一
九
六
七
年
、《
見
世
物
芸
人
》
で
第
一
〇
回
安
井
賞
を
獲
得
す
る
。

　

受
賞
の
コ
メ
ン
ト
の
中
で
、「
私
の
青
春
期
を
つ
つ
ん
だ
、
永
い
抑
留
生
活
の
中
で
見
つ
め
た
、
人
間
や
、
私

達
の
風
土
へ
の
憧
れ
を
、
私
の
作
品
を
通
し
て
、
自
分
な
り
に
表
現
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
機
会
に
、
新

た
な
意
欲
を
燃
や
し
、
旺
盛
な
制
作
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

宮
崎
進
は
、
従
軍
・
シ
ベ
リ
ア
抑
留
と
い
う
過
酷
な
体
験
か
ら
、
一
九
五
〇
年
代
に
東
北
や
北
海
道
な
ど
「
さ

い
は
て
」
の
地
を
放
浪
し
て
い
る
。
風
土
が
似
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
そ
の
地
の
過
酷
な
現
実
の
中
に

生
き
る
人
々
に
共
感
。
一
九
五
〇
年
代
の
作
品
は
風
景
と
人
物
に
二
分
さ
れ
、
厚
塗
り
で
暗
い
灰
色
の
《
さ
い

は
て
》《
濹
東
》《
石
狩
》《
漂
泊
》
な
ど
が
上
げ
ら
れ
る
。
シ
ベ
リ
ア
体
験
を
し
た
宮
崎
は
こ
の
延
長
に
旅
芸
人

を
見
出
す
こ
と
に
な
る
。
風
土
す
ら
な
い
旅
芸
人
に
漂
泊
の
自
己
を
重
ね
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
こ
に
揚
げ
た
一
九
六
〇
年
代
の
《
花
と
女
》
は
「
旅
芸
人
シ
リ
ー
ズ
」
の
中
の
一
作
で
あ
る
が
、
こ
の
作

品
を
再
三
見
て
い
る
と
国
吉
康
雄
の
サ
ー
カ
ス
の
踊
り
子
や
バ
レ
リ
ー
ナ
の
作
品
と
も
共
有
す
る
人
間
の
哀
歓
・

憂
愁
と
孤
独
感
が
漂
う
。
人
物
の
セ
ピ
ア
色
の
隈
取
り
の
奥
に
あ
る
セ
ル
リ
ア
ン
ブ
ル
ー
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
な

ん
と
も
い
え
な
い
。

　

や
が
て
こ
の「
旅
芸
人
シ
リ
ー
ズ
」か
ら
宮
崎
進
の
制
作
を
根
底
か
ら
揺
る
が
す
抽
象
性
の
強
い《
冬
の
光
》《
凍

る
土
》《
瀬
戸
の
光
》
へ
と
続
き
、《
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｓ
Ｏ
（
沈
黙
）》《
黒
の
風
景
》
な
ど
は
物
質
性
の
強
い
布
地
、石
膏
、

セ
メ
ン
ト
な
ど
の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
作
品
へ
と
移
行
し
て
い
く
。

　

日
本
的
な
情
緒
に
溺
れ
る
こ
と
な
く
、〝
生
〟
か
ら
湧
き
出
す
心
理
表
現
の
深
さ
を
見
せ
つ
け
ら
れ
る
。

金
井
徳
重
（
長
野
県
中
野
市
）

宮
崎　

進
《
花
と
女
》

重
い
歴
史
の
影
と
生
き
る
よ
ろ
こ
び

宮崎　進（みやざき・しん／ 1922 −）
山口県生れ。1942 年日本美術学校卒。45 − 49 年シベリア抑留を経験。60
年光風会賞。63 年光風会会員。65 年日展特選。67 年安井賞。81 − 92 年
多摩美術大学教授。98 年芸術選奨文部大臣賞。多摩美術大学美術館館長。

宮崎　進《 花と女 》
油彩・キャンバス　53.0 × 45.5cm　1965 年頃

Miyazaki Shin  Flower and Woman
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十
数
年
前
の
こ
と
だ
が
、
京
都
の
麻
田
浩
先
生
宅
を
訪
れ
た
折
、
奥
様
の
美
禰
さ
ん
に
「
三
尾
公
三
先
生
が

お
亡
く
な
り
に
な
り
、
お
祈
り
に
い
っ
て
来
た
と
こ
ろ
で
す
よ
」
と
言
わ
れ
、「
三
尾
先
生
と
麻
田
は
仲
が
良
く
、

お
つ
き
あ
い
を
し
て
い
ま
し
た
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

三
尾
公
三
と
い
う
作
家
は
週
刊
誌
『
Ｆ
Ｏ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
』
の
原
画
作
家
で
あ
る
く
ら
い
の
知
識
で
し
か
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
を
機
に
三
尾
公
三
と
い
う
作
家
に
急
に
興
味
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

　

い
ろ
い
ろ
な
美
術
の
本
を
漁
る
と
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
か
ら
現
代
美
術
の
賞
を
立
て
続
き
に
取
り
、
賞
を

総
な
め
に
し
て
い
る
画
家
と
知
っ
た
。

　
「
さ
ま
ざ
ま
な
否
定
か
ら
新
た
な
出
発
へ
」

　

三
尾
公
三
は
四
二
歳
の
時
に
、
そ
れ
ま
で
の
画
家
と
し
て
の
経
歴
と
作
品
を
全
て
捨
て
、
さ
ら
に
画
材
道
具

な
ど
の
一
式
も
捨
て
て
、
再
出
発
し
た
の
で
あ
る
。

　

京
都
美
大
で
の
日
本
画
を
捨
て
、日
展
の
権
威
主
義
を
嫌
い
、封
建
的
な
美
術
団
体
を
否
定
、会
員
に
ま
で
な
っ

た
光
風
会
と
も
訣
別
。
そ
の
後
は
自
ら
試
み
た
厚
塗
り
の
壁
派
的
抽
象
作
品
さ
え
も
捨
て
去
っ
た
。
そ
し
て
厚

塗
り
絵
具
の
否
定
は
つ
い
に
絵
具
の
筆
跡
（
タ
ッ
チ
）
の
否
定
、
手
法
の
痕
跡
の
否
定
ま
で
行
き
着
く
。

　

こ
の
三
尾
公
三
と
い
う
作
家
を
調
べ
始
め
る
と
、
私
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
し
た
作
品
《
蒼
天
へ
》
も
ご
理
解
願

え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

金
井
徳
重
（
長
野
県
中
野
市
）

三
尾
公
三
《
蒼
天
へ
》

否
定
か
ら
新
た
な
造
形
へ

三尾公三（みお・こうぞう／ 1923 − 2000 年）
名古屋市生れ。1942 年京都市立絵画専門学校日本画予科卒。53 年光風賞
を受賞。59 年光風会会員。69 年サンパウロ・ビエンナーレ日本代表出品。
96 年芸術選奨文部大臣賞。京都で没、76 歳。

三尾公三《 蒼天へ 》
アクリル、エアーブラシ・パネル　117.0 × 117.0cm　1999 年

Mio Kozo  To an Azure Sky
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再
び
麻
田
浩
の
作
品
を
揚
げ
ま
し
た
。
前
回
の
『
わ
の
会
の
眼
』
と
は
異
な
っ
た
視
点
か
ら
作
品
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

　

こ
の
私
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
《
窓
・
鏡
》（
Ｆ
一
〇
〇
号
）
は
、
一
一
年
の
パ
リ
生
活
に
終
止
符
を
う
ち
、
京
都

の
ア
ト
リ
エ
に
戻
っ
た
後
に
制
作
さ
れ
た
作
品
で
す
。

　

こ
れ
よ
り
二
年
前
（
一
九
九
一
年
）
に
同
じ
作
品
名
（
Ｆ
一
〇
〇
号
）
の
《W

indow
-M

irror A

》

《W
indow

-M
irror B

》
を
制
作
し
て
お
り
、こ
の
二
点
の
作
品
が
英
国
生
ま
れ
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

と
し
て
有
名
な
エ
ル
ト
ン
・
ジ
ョ
ン
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
建
築
雑
誌

〝A
rchitectural D

igest
〟
に
ア
ト
ラ
ン
タ
の
自
宅
写
真
が
紹
介
さ
れ
、
豪
華
な
部
屋
の
壁
に
掛
け
て
あ
る

写
真
を
見
て
大
変
嬉
し
く
思
い
、
不
思
議
な
感
慨
を
も
ち
ま
し
た
。

　

こ
の
三
部
作
と
も
い
う
べ
き
《
窓
・
鏡
》
の
画
面
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
大
き
な
矩
形
の
窓
が
あ
り
、
小

さ
な
楕
円
の
中
に
今
日
的
な
暗
示
の
要
素
を
た
た
え
た
人
の
顔
、
麻
田
の
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
羽
根
、
卵
、
昆
虫

が
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
麻
田
が
好
ん
だ
と
い
う
野
鳥
や
蝶
、
生
命
の
根
源
で
あ
る
水
、
生
命
の
誕
生
と
す
る
水

滴
が
描
か
れ
、
多
重
映
像
の
よ
う
な
不
思
議
な
空
間
、
こ
の
幻
視
の
空
間
に
誰
も
が
酔
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
二
年
後
の
一
九
九
五
年
《
窓
・
四
方
》
で
第
一
三
回
宮
本
三
郎
記
念
賞
を
受
賞
。

　

麻
田
は
「
大
作
は
そ
れ
な
り
の
主
題
、
モ
チ
ー
フ
が
あ
り
、
大
き
さ
の
必
然
性
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」

と
記
し
て
い
ま
す
。

金
井
徳
重
（
長
野
県
中
野
市
）

麻
田　

浩
《
窓
・
鏡
》

幻
想
的
心
象
世
界
・
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ズ
ム
へ

麻田　浩（あさだ・ひろし／ 1931 − 1997 年）
京都市生れ。1955 年同志社大学卒。68 年新制作協会会員。京展須田賞。71 年渡仏。
プリ・ナショナル賞受賞。カンヌ国際版画芸術ビエンナーレ第 1 位受賞等多数。細
密な洋画を制作し、銅版画家としても活躍。京都府文化功労賞。自死、65 歳。

麻田　浩《 窓・鏡 》
油彩・キャンバス　162.1 × 130.3cm　1993 年

Asada Hiroshi  Window-Mirror
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星
襄
一
の
代
表
作
と
い
え
ば
誰
も
が
《
王
の
樹
》（
一
九
七
六
年
）
と
応
え
る
と
思
う
。
こ
の
作
品
は
最
晩
年

に
近
い
作
品
で
あ
り
、
今
日
も
「
樹
」
シ
リ
ー
ズ
は
人
気
が
高
く
フ
ァ
ン
が
多
い
。

　

私
に
と
っ
て
星
襄
一
作
品
の
一
番
の
魅
力
は
初
期
の
「
星
座
シ
リ
ー
ズ
」
に
あ
る
。「
星
座
シ
リ
ー
ズ
」
は
、

№
１
か
ら
№
54
ま
で
あ
る
が
、星
襄
一
自
身
は
「
星
は
永
遠
の
世
界
、人
間
へ
の
郷
愁
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
こ
に
掲
げ
た
《
ブ
ラ
ン
コ
》（
No. 

26
）
を
手
に
し
た
の
は
二
十
数
年
前
の
こ
と
だ
。

　

星
襄
一
は
四
二
歳
を
過
ぎ
て
武
蔵
野
美
術
学
校
（
現
・
武
蔵
野
美
術
大
学
）
を
卒
業
し
て
い
る
。
こ
の
武
蔵

野
美
術
学
校
で
星
襄
一
と
同
期
で
、
私
の
同
郷
に
谷
口
善
晴
氏
と
い
う
方
が
お
り
ま
し
て
私
の
友
人
で
も
あ
り
、

こ
れ
は
彼
か
ら
譲
り
受
け
た
作
品
で
す
。
こ
の
時
に
星
襄
一
か
ら
の
書
簡
を
一
〇
〇
通
程
見
せ
て
い
た
だ
い
た

が
、
彼
は
四
年
ほ
ど
前
に
亡
く
な
り
、
こ
の
貴
重
な
書
簡
は
現
在
不
明
で
あ
り
大
変
残
念
に
思
っ
て
い
る
。

　

余
談
に
な
る
が
、
一
九
七
二
年
に
ヘ
ン
リ
ー
・
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
大
統
領
補
佐
官
が
帰
国
の
際
、
自
分
で
選

ん
だ
星
襄
一
の
版
画
作
品
三
点
を
本
国
に
持
ち
帰
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
田
中
元
首
相
は
ハ
ワ
イ
会
談
の
際
、

ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
に
手
土
産
と
し
て
星
襄
一
作
品
《
白
い
林
》
を
贈
っ
た
と
い
う
。
棟
方
志
功
、
浜
口
陽
三
、

星
襄
一
、
池
田
満
寿
夫
と
、
版
画
も
国
際
的
に
漸

よ
う
や
く
認
知
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

金
井
徳
重
（
長
野
県
中
野
市
）

星　

襄
一
《
ブ
ラ
ン
コ
星
座
26
番
》

星
座
・
地
平
・
樹
シ
リ
ー
ズ
へ
と
続
く

星　襄一（ほし・じょういち／ 1913 − 1979 年）
新潟県生れ。1932 年台南師範学校卒。版画を独習。52 年日本版画協会会員。56 年
武蔵野美術学校西洋画科卒。59､ 61､ 63 年国際版画ビエンナーレ出品。67 年サンパ
ウロ国際版画ビエンナーレ出品。60 − 76 年国画会会員。千葉で没、65 歳。

星　襄一《 ブランコ星座 26 番 》
版画・紙　58.0 × 43.0cm　1966 年

Hoshi Joichi  The Branko Constellation 26th



333 332

　

こ
の
作
品
は
二
〇
一
四
年
の
作
品
で
あ
る
。
加
藤
氏
は
こ
の
時
期
、
コ
ロ
リ
と
し
た
愛
ら
し
い
卵
の
作
品
の

制
作
過
程
を
携
帯
メ
ー
ル
で
送
っ
て
下
さ
っ
た
。「
卵
に
夢
中
な
の
で
す
か
？
」
と
伺
え
ば
「
生
と
死
が
混
在
し

て
い
る
と
こ
ろ
に
魅
力
を
感
じ
て
い
る
」
と
の
お
返
事
が
。
光
と
影
の
よ
う
な
二
次
元
の
物
の
捉
え
方
を
神
秘

的
な
感
覚
だ
な
ぁ
と
感
じ
た
も
の
で
あ
る
。

　

デ
モ
ク
ラ
ー
ト
美
術
家
協
会
の
双
璧
と
も
言
え
る
瑛
九
は
晩
年
点
描
の
作
品
を
多
く
残
し
た
。
こ
の
卵
の
作

品
は
晩
年
の
瑛
九
カ
ラ
ー
と
呼
応
し
て
い
る
よ
う
な
色
彩
で
あ
る
こ
と
が
興
味
深
い
。
今
に
も
泣
き
だ
し
そ
う

な
曇
天
に
似
た
ダ
ー
ク
な
色
の
中
央
に
卵
が
配
さ
れ
て
あ
り
、
中
央
に
は
パ
ス
テ
ル
カ
ラ
ー
の
愛
ら
し
い
色
彩

が
生
命
の
息
吹
を
感
じ
さ
せ
る
配
置
で
点
在
し
て
い
る
。「
子
供
は
卵
で
産
み
た
い
」
と
発
言
し
メ
デ
ィ
ア
を
沸

か
せ
た
女
優
さ
ん
が
い
た
け
れ
ど
、
母
体
を
思
わ
せ
る
よ
う
で
も
あ
る
。

　

加
藤
氏
は
「
自
ら
が
り
ん
ご
の
木
を
植
え
る
人
で
あ
れ
」
と
後
輩
に
言
葉
を
か
け
て
い
ら
し
た
。
現
代
に
お

い
て
も
ひ
と
つ
も
古
さ
を
感
じ
な
い
瑞
々
し
い
精
神
を
加
藤
氏
は
生
涯
持
ち
続
け
て
い
ら
し
た
。
父
の
よ
う
で

あ
り
兄
弟
の
よ
う
で
あ
り
仲
間
と
し
て
接
し
て
下
さ
っ
た
。
こ
の
作
品
の
前
に
立
つ
と
、「
自
ら
が
り
ん
ご
の
木

を
植
え
る
人
で
あ
れ
」
と
原
点
回
帰
の
気
持
ち
が
芽
生
え
る
。
生
ま
れ
な
さ
い
、
卵
の
ま
ま
で
い
て
は
い
け
な

い
よ
、
と
氏
の
声
が
聞
こ
え
る
よ
う
で
あ
る
。

上
村
真
澄
（
宮
崎
県
児
湯
郡
川
南
町
）

加
藤　

正
《
虹
か
ら
生
ま
れ
た
卵
》

自
ら
り
ん
ご
の
木
を
植
え
る
人
で
あ
れ

加藤　正（かとう・ただし／ 1926 − 2016 年）
宮崎県生れ。1950 年東京藝術大学油絵科卒。52 年瑛九等とデモクラ―ト
美術家協会設立。機関誌『DEMOKRATO』を編集発行。73、74 年渡仏。
2001 年宮崎で「フラクタス」を結成。東京で没、90 歳。

加藤　正《 虹から生まれた卵 》
水彩・紙　30.0 × 37.0cm　2014 年

Kato Tadashi  Egg Generating from a Rainbow
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瑛
九
の
発
言
は
際
立
っ
た
言
葉
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、「
我
々
は
ま
ず
デ
モ
ク
ラ
ー
ト
と
し
て
出
発
す
る
。
我
々
は
自
由
に
希
望
を
も
っ
て
制
作
し
大
衆
と
と

も
に
熱
意
を
も
っ
て
語
る
で
あ
ろ
う
」
等
。
そ
の
言
葉
は
と
て
も
熱
い
。

　

日
本
の
画
壇
へ
一
石
を
投
ず
る
形
と
な
っ
た
デ
モ
ク
ラ
ー
ト
美
術
家
協
会
を
発
足
す
る
立
役
者
の
言
葉
で
あ
る
。

　

作
品
は
ま
る
で
万
華
鏡
の
よ
う
に
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
色
彩
と
技
法
を
用
い
生
涯
を
制
作
に
捧
げ
た
瑛
九
。

　

典
型
的
な
油
彩
を
描
い
た
と
思
え
ば
、エ
ッ
チ
ン
グ
、リ
ト
グ
ラ
フ
、ペ
ン
画
、コ
ラ
ー
ジ
ュ
、フ
ォ
ト
デ
ッ
サ
ン
、

点
描
。
存
在
し
な
い
も
の
は
新
し
い
技
法
を
生
み
出
し
て
で
も
存
在
さ
せ
る
。
な
ん
と
変
化
自
在
な
こ
と
だ
ろ
う
。

　

私
感
で
あ
る
が
そ
の
熱
さ
の
所
以
を
こ
の
作
品
タ
イ
ト
ル
か
ら
紐
解
い
て
み
よ
う
と
思
っ
た
。

　

瑛
九
は
愛
妻
家
だ
っ
た
そ
う
だ
。
幼
い
頃
に
母
が
病
死
し
た
瑛
九
。「
私
も
母
親
に
な
る
気
持
ち
で
、
ず
ー
っ
と

い
ま
し
た
か
ら
、
本
当
に
母
親
の
よ
う
な
気
持
ち
で
し
た
」。
都
夫
人
の
言
葉
で
あ
る
。（
生
誕
一
〇
〇
年
記
念
瑛

九
展
図
録
よ
り
）

　

お
二
人
の
思
い
を
綴
っ
た
ノ
ー
ト
が
あ
る
。「
あ
な
た
を
愛
す
る
た
め
に
僕
は
ず
い
ぶ
ん
か
わ
っ
た
の
で
す
」
と

あ
る
。
都
夫
人
に
捧
げ
た
言
葉
だ
。
猛
々
し
い
瑛
九
の
も
う
ひ
と
つ
の
表
情
で
あ
る
。

　

世
界
に
打
っ
て
出
よ
う
と
す
る
時
の
エ
ナ
ジ
ー
。
岡
本
太
郎
に
は
敏
子
が
、
与
謝
野
晶
子
に
は
鉄
幹
が
い
た
。

私
は
瑛
九
の
作
品
に
支
え
ら
れ
、
人
生
に
エ
ナ
ジ
ー
を
頂
い
た
。
そ
れ
は
お
二
人
の
愛
情
に
支
え
ら
れ
た
賜
物
だ
っ

た
の
だ
と
作
品
を
握
る
手
に
力
が
入
る
。

上
村
真
澄
（
宮
崎
県
児
湯
郡
川
南
町
）

瑛
九
《
愛
情
》

愛
情
は
エ
ナ
ジ
ー
で
あ
る

瑛九（えいきゅう／ 1911 − 1960 年）
宮崎市生れ。日本美術学校中退。洋画家、版画家、写真家。前衛的、抽象的
な作品で知られる。フォトデッサンを制作。1937 年自由美術家協会創立会
員。デモクラート美術家協会を結成。創造美育協会に参加。東京で没、48 歳。

瑛九《 愛情 》
エッチング・紙　30.0 × 23.0cm　1952 年

Ei-Q  Love
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自
宅
の
書
庫
に
四
冊
の
バ
イ
ブ
ル
に
値
す
る
本
を
保
管
し
て
い
る
。
タ
イ
ト
ル
は
と
て
も
シ
ン
プ
ル
で
『
わ

た
く
し
美
術
館
』
と
あ
り
、
全
国
の
わ
た
く
し
美
術
館
を
紹
介
す
る
内
容
だ
。
某
局
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

さ
な
が
ら
各
館
各
様
の
奮
闘
ぶ
り
が
エ
ッ
セ
イ
と
し
て
盛
り
込
ま
れ
読
み
物
と
し
て
と
て
も
面
白
い
。

　

そ
の
第
一
巻
の
表
紙
を
飾
る
作
品
が
靉
嘔
の
《
ハ
ー
ト
》
で
あ
る
。
表
紙
を
見
た
瞬
間
か
ら
印
象
に
残
っ
て

い
た
の
だ
が
時
を
経
て
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
出
品
さ
れ
て
い
る
の
を
偶
然
見
か
け
、
運
命
的
な
出
会
い
の
イ
ン
ス

ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
買
い
と
な
る
。
ト
ラ
ン
プ
な
ら
ば
本
と
作
品
で
ワ
ン
ペ
ア
だ
。

　

さ
て
、
作
品
を
旅
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
二
つ
の
ハ
ー
ト
が
前
後
に
重
な
り
同
じ
鼓
動
を
打
つ
よ
う
で
あ
り

輪
唱
的
に
も
見
え
る
。
コ
レ
ク
タ
ー
の
ま
な
ざ
し
で
見
て
取
れ
ば
前
方
は
作
家
さ
ん
、
後
方
は
コ
レ
ク
タ
ー
と

言
え
よ
う
か
。
そ
れ
は
夫
婦
・
親
子
・
友
人
・
仕
事
仲
間
・
国
と
国
、
呼
応
し
合
え
る
全
て
に
例
え
ら
れ
る
で

あ
ろ
う
。
支
え
合
い
、
高
め
合
い
、
二
つ
が
一
つ
に
な
っ
て
美
し
い
虹
色
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
を
奏
で
ら
れ
た
な

ら
、
次
は
三
つ
目
の
ま
だ
描
か
れ
て
い
な
い
観
客
の
心
を
虹
色
に
染
め
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
そ
ん
な
気
持
ち
が
「
わ
た
く
し
美
術
館
」
を
創
設
し
よ
う
と
な
さ
る
先
人
の
情
熱
の
源
泉
で
あ
っ
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
袖
触
れ
合
う
仲
間
と
ワ
ル
ツ
を
踊
る
よ
う
な
時
間
を
過
ご
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
ハ
ー
ト
を

ド
キ
ド
キ
さ
せ
な
が
ら
作
品
と
と
も
に
。

上
村
真
澄
（
宮
崎
県
児
湯
郡
川
南
町
）

靉
嘔
《
ハ
ー
ト
》

ハ
ー
ト
・
ビ
ー
ト
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

靉嘔（あいおー／ 1931 −）
茨城県生れ。1952 年デモクラ―ト美術家協会に参加。54 年東京教育大学
芸術科を卒業。58 年渡米。62 年フルクサスに参加。69 年ジャパン・アート・
フェステバルで大賞を受賞。2016 年茨城県玉造に靉嘔美術館が開館。

靉嘔《 ハート 》
シルクスクリーン・紙　90.0 × 90.0cm　1976 年

Ay-O  Hearts
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青
年
時
代
に
そ
の
絵
に
感
銘
し
、
生
き
方
に
ま
で
影
響
を
受
け
た
画
家
の
ひ
と
り
が
菅
野
功
で
あ
る
。
卒
業

を
翌
年
に
控
え
た
年
の
暮
れ
、
銀
座
の
画
廊
で
見
た
個
展
で
そ
の
絵
の
虜
に
な
っ
た
。
何
が
そ
れ
ほ
ど
私
を
夢

中
に
さ
せ
た
の
だ
ろ
う
。
モ
チ
ー
フ
は
北
の
風
景
と
静
物
、
絵
に
漂
う
凛
と
し
た
緊
張
感
が
心
地
よ
か
っ
た
。

学
生
の
身
で
分
不
相
応
で
は
あ
っ
た
が
、
親
に
借
金
し
て
こ
の
絵
を
手
に
入
れ
た
。
そ
の
後
も
個
展
の
案
内
状

が
届
く
た
び
、
精
力
的
に
創
作
に
励
ん
で
い
る
様
子
が
頼
も
し
く
思
わ
れ
た
。
社
会
の
荒
波
に
も
ま
れ
て
疲
れ

た
時
、
帰
っ
て
い
く
の
は
い
つ
も
菅
野
功
の
絵
の
世
界
だ
っ
た
。
そ
こ
に
は
気
持
ち
を
落
ち
着
か
せ
、
明
日
へ

の
活
力
を
呼
び
覚
ま
し
て
く
れ
る
何
か
が
あ
っ
た
。
画
家
は
厳
寒
の
荒
れ
た
北
の
海
を
た
び
た
び
描
い
た
。
あ

る
年
の
展
覧
会
で
次
の
よ
う
な
一
文
を
寄
せ
て
い
る
。「
ど
う
し
て
こ
ん
な
苦
労
ま
で
し
て
毎
冬
北
の
海
に
出
か

け
る
の
か
。
穏
や
か
な
美
し
い
季
節
に
、
美
し
い
風
景
を
描
け
ば
と
思
う
と
き
が
あ
る
。
然し

か

し
私
は
こ
ん
な
荒

れ
た
海
の
情
景
が
心
の
中
で
は
描
き
た
い
」（
美
術
ジ
ャ
ー
ナ
ル
画
廊
個
展
）

　

風
景
、静
物
を
問
わ
ず
画
家
が
対
象
を
借
り
て
表
現
し
た
い
と
思
っ
た
も
の
は
何
だ
っ
た
の
か
。
作
品
か
ら
は
、

し
っ
か
り
目
を
見
据
え
て
人
生
を
真
剣
に
生
き
よ
う
と
す
る
ひ
た
む
き
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
絵
に
込
め
ら
れ

た
画
家
の
思
い
が
青
年
の
日
の
私
を
捉
え
、
自
分
も
そ
ん
な
ふ
う
に
生
き
て
み
た
い
と
い
う
真
摯
な
も
の
へ
の

憧
れ
が
、
そ
の
時
私
の
心
に
芽
生
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

棚
橋　

章
（
千
葉
県
松
戸
市
）

菅
野　

功
《
静
物
》

真
摯
な
も
の
へ
の
憧
れ

菅野　功（かんの・いさお／ 1927 − 2006 年）
川崎市生れ。松村画廊、横浜せんたあ画廊で個展を開催。1980 年 TVK テ
レビで作品が紹介される。86 年横浜市主催の横浜美術招待展に出品。横浜
美術協会会員、川崎市美術展審査員。2006 年没、79 歳。

菅野　功《 静物 》
油彩・キャンバス　41.0 × 53.0cm　1982 年

Kanno Isao  Still Life
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人
形
を
描
く
画
家
は
多
い
。
私
は
単
に
鑑
賞
用
の
人
形
を
た
だ
綺
麗
に
、
可
愛
く
描
い
た
絵
は
好
ま
な
い
し
、

決
し
て
「
美
」
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
忠
実
に
描
か
れ
た
絵
ほ
ど
つ
ま
ら
な
い
も
の
は
な
い
。
人
形
は
信
仰
や

呪ま
じ
ない
の
対
象
と
し
て
生
ま
れ
て
き
た
。
人
形
の
持
つ
本
質
が
描
か
れ
て
こ
そ
、
真
の
「
美
」
が
あ
る
。
人
形
は

愛
と
憎
し
み
両
方
の
対
象
と
な
っ
て
き
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
人
形
に
は
精
霊
の
存
在
が
信
じ
ら
れ
て
き
た
し
、

私
も
そ
れ
を
感
じ
る
。
こ
の
絵
を
最
初
に
見
た
と
き
、
な
ん
だ
か
、「
女
」
の
深
奥
に
秘
め
ら
れ
た
「
情
念
」
を

感
じ
て
、
即
座
に
購
入
し
た
。
人
形
を
描
く
の
は
人
物
画
よ
り
難
し
い
。
そ
れ
は
「
ひ
と
が
た
」
は
人
を
呪
う

対
象
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
人
形
の
持
つ
「
霊
」
を
描
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
絵
に
作

家
の
「
女
」
に
対
す
る｢

愛｣
「
憎
し
み
」
ひ
い
て
は
「
呪
い
」
ま
で
感
じ
る
の
は
私
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、

こ
の
作
家
の
持
つ
色
彩
感
覚
、
描
写
力
は
天
賦
の
も
の
で
あ
り
、
誰
に
も
真
似
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
作
家
を

支
え
て
き
た
画
廊
主
の
言
葉
「
叫
ぶ
原
色
、も
の
が
た
る
黒
」
で
そ
の
す
べ
て
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
作
家
は
「
異

端
」｢

反
骨｣

「
無
頼
」「
孤
独
」「
酔
い
ど
れ
」｢
新
開
地｣

の
ゴ
ッ
ホ
等
と
呼
称
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
ん
な
こ
と

は
私
に
は
関
係
な
い
。
作
品
の
発
す
る
力
だ
け
で
充
分
で
あ
る
。
現い

ま在
ま
で
生
き
て
き
て
、
タ
カ
ハ
シ
・
ノ
ブ

オ
作
品
に
出
会
え
た
幸
せ
を
し
み
じ
み
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
私
の
愛
す
る
作
品
で
あ
る
。

三
浦　

徹
（
兵
庫
県
神
戸
市
）

タ
カ
ハ
シ
・
ノ
ブ
オ
《
人
形
》

叫
ぶ
原
色　

物
語
る
黒

タカハシ・ノブオ（たかはし・のぶお／ 1914 − 1994 年）
徳島県生れ。船員として働きながら、洋画家・今井朝路に師事。二度従軍。
神戸港で冲仲仕を務める。独特の画風を確立。エーゲ画廊で個展を開催。
1970 年 NHK テレビ「港湾の画家」に出演。94 年没、80 歳。

タカハシ・ノブオ《 人形 》
油彩・ボールカンバス　41.0 × 31.8cm　1973 年

Takahashi Nobuo  A Doll
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「
火
事
で
妻
子
を
失
っ
て
か
ら
松
村
の
絵
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。
眼
前
に
い
な
い
人
間
を
描
く
よ
う
に
な
っ
て
、

当
た
り
前
の
人
体
像
で
は
満
足
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
極
端
に
細
長
い
デ
フ
ォ
ル
メ
を
し
て
い
て
も
、

顔
、
胸
、
足
な
ど
の
部
分
部
分
の
表
情
は
適
確
で
、
全
体
に
統
一
感
が
あ
る
。
画
家
の
情
念
の
世
界
の
中
で
、

人
間
が
芯
で
捉
え
ら
れ
て
い
る
気
が
す
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
（『
芸
術
新
潮
』
一
九
八
五
年
三
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
下
村
良
之
介
氏
の
文
章
よ
り
抜
粋
）

三
浦　

徹
（
兵
庫
県
神
戸
市
）

松
村
光
秀
《
黙
唄
》

「
失
っ
た
か
ら
知
っ
た
存
在
感
」

松村光秀（まつむら・こうしゅう／ 1937 − 2012 年）
京都市生れ。1952 年京都の看板屋「竹松画房」で働く。絵は独学。京展、
二科展に入選。京都祇園の都雅画廊で個展を開催。木彫も創る。2012 年没、
74 歳。

松村光秀《 黙唄 》
コンテ・和紙　152.0 × 33.0cm　1984 年

Matsumura Koushu  A Silent Song
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西
村
宣
造
は
版
画
家
（
エ
ッ
チ
ン
グ
）
で
あ
る
。
私
は
椅
子
に
繩
で
緊
縛
さ
れ
、
な
ん
と
も
虚
無
的
な
表
情

を
し
て
、
サ
イ
コ
ロ
を
振
っ
て
い
る
ア
ル
ル
カ
ン
を
描
い
た
、
西
洋
的
な
息
吹
が
感
じ
ら
れ
る
緊
張
感
の
強
い

エ
ッ
チ
ン
グ
を
所
蔵
し
て
い
る
。
西
村
は
色
々
な
「
女
」
を
描
く
。
そ
れ
は
作
家
自
身
が
「
女
」
を
こ
よ
な
く

愛
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
そ
の
モ
テ
ィ
ー
フ
は
「
女
」
を
繩
で
緊
縛
し
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、

西
村
の「
女
」に
対
す
る
特
別
な
想
い
が
う
か
が
わ
れ
る
。
私
も
お
そ
ら
く
同
様
な
想
い
を
い
だ
い
て
い
る
の
で
、

そ
の
気
持
ち
は
良
く
理
解
で
き
る
。
た
だ
、こ
の
作
品
《
阿
吽
》
は
珍
し
く
「
女
」
は
緊
縛
さ
れ
て
い
な
い
。「
女
」

を
愛
す
る
あ
ま
り
、
自
ら
が
ウ
ツ
ボ
に
な
り
、「
女
」
を
守
護
し
た
い
と
の
作
者
の
思
い
を
描
出
し
て
お
り
、
緊

縛
の
時
代
と
は
異
な
っ
た
意
識
を
感
じ
る
。
バ
ッ
ク
の
空
間
を
鉛
筆
で
塗
り
つ
ぶ
す
作
業
は
、
ま
さ
し
く
格
闘

技
と
言
っ
て
よ
い
程
の
力
量
を
感
じ
る
。
な
お
、
こ
の
作
品
は
日
本
的
な
も
の
、
屛
風
に
し
た
て
て
い
る
た
め
、

折
り
曲
が
っ
た
画
面
か
ら
は
異
次
元
の
世
界
が
表
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
バ
ッ
ク
も
日
本
画
の
金
箔
の
イ
メ
ー

ジ
と
重
な
っ
て
お
り
、
鉛
筆
独
特
の
鉛
の
も
つ
毒
っ
ぽ
さ
が
有
り
、
幽
か
に
思
え
る
升
目
の
境
界
線
が
平
面
を

意
識
さ
せ
る
と
同
時
に
、
深
い
闇
の
空
間
を
感
じ
さ
せ
る
。
描
か
れ
た
「
女
」
は
人
間
で
あ
る
の
か
、
人
形
で

あ
る
の
か
、
い
ず
れ
に
し
て
も
大
変
美
し
い
。
お
も
わ
ず
、
私
も
ウ
ツ
ボ
に
な
っ
て
、
こ
の
世
界
に
入
り
込
み

た
い
感
を
も
た
せ
る
私
の
愛
す
る
一
点
で
あ
る
。

　

最
後
に
作
家
が
作
品
に
沿
え
た
コ
メ
ン
ト
を
追
記
す
る
。「
ボ
ク
に
と
っ
て
〝
女
〟
と
は
、
生
と
死
の
間
を
静

か
に
観
、
奏
で
る
観
音
様
、
母
の
よ
う
に
甘
え
て
い
た
い
。
女
に
甘
え
て
い
た
い
。
阿
吽
の
よ
う
に
〝
女
〟
を

守
れ
た
ら
、
ど
ん
な
に
い
い
か
と
思
い
な
が
ら
、
い
つ
も
甘
え
る
ば
か
り
」

三
浦　

徹
（
兵
庫
県
神
戸
市
）

西
村
宣
造
《
阿
吽
》

鉛
筆
画
に
託
し
た
「
女ひ
と

」
へ
の
想
い

西村宣造（にしむら・せんぞう／ 1943 − 2012 年）
大阪生れ。1974 − 78 年パリに遊学。
個展を中心に発表。2012 年没、69 歳。

西村宣造《 阿吽 》
鉛筆・紙　67.0 × 102.0cm　2002 年

Nishimura Senzo  A-un



347 346

　

鉛
筆
に
よ
る
自
画
像
で
あ
る
。
飄
々
と
し
た
生
き
様
が
見
事
に
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
も
し
、
他
の
画
家
が

松
田
の
像
を
描
い
た
と
し
て
も
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
こ
の
作
品
に
勝
る
画
は
描
け
な
い
は
ず
だ
。
よ
く

こ
こ
ま
で
自
分
自
身
の
あ
り
様
を
、
消
化
し
て
作
品
に
仕
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
私
は
松
田
の
ポ
ー
ト
レ
ー

ト
も
持
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
と
比
較
し
て
も
写
真
と
の
相
違
は
明
ら
か
で
、
こ
れ
こ
そ
が
自
画
像
を
見
る
醍
醐

味
で
あ
る
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
作
品
で
あ
り
、
私
の
愛
す
る
一
点
で
あ
る
。
尚
、
今
回
、
出
品
し
た
こ
の

作
品
は
、
わ
の
会
の
会
誌
第
四
三
号
、
テ
ー
マ
「
自
画
像
」
に
掲
載
し
た
も
の
で
あ
る
。

三
浦　

徹
（
兵
庫
県
神
戸
市
）

松
田
正
平
《
自
画
像
》

自
画
像
の
在
り
方
を
問
う
姿
勢

松田正平（まつだ・しょうへい／ 1913 − 2004 年）
島根県生れ。1937 年東京美術学校西洋画科卒。37 − 39 年渡欧。42 年国
画奨学賞を受賞。51 年国画会会員。フォルム画廊、現代画廊、菊川画廊等
で個展を開催。87 年山口県立美術館で回顧展。宇部市で没、91 歳。

松田正平《 自画像 》
鉛筆・紙　33.0 × 25.0cm　1998 年

Matsuda Shohei  Self-Portrait
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小
石
さ
ん
と
は
、
二
五
年
位
前
、
六
本
木
の
ウ
イ
ー
ン
派
ア
ー
ト
ス
ク
ー
ル
で
、
イ
ー
ゼ
ル
を
並
べ
て
描
い

て
い
た
仲
間
で
あ
る
。

　

寡
黙
な
彼
が
、
超
細
密
な
技
法
で
、
不
思
議
な
形
態
の
動
植
物
、
貝
殻
、
魚
類
な
ど
を
、
次
々
と
、
紡
ぎ
だ
し
、

画
面
に
描
い
て
ゆ
く
の
を
目
撃
し
た
私
は
、「
本
物
の
画
家
の
存
在
」
を
驚
き
と
共
に
感
じ
た
も
の
だ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
日
本
の
シ
ュ
ー
ル
リ
ア
リ
ズ
ム
の
本
拠
地
と
も
い
え
る
「
青
木
画
廊
」
等
で
、
個
展
や
グ
ル
ー
プ

展
の
形
で
精
力
的
に
発
表
し
、
ま
す
ま
す
画
格
を
高
め
て
い
っ
た
。

　

し
か
し
、
な
に
か
と
厳
し
い
人
生
の
試
練
の
中
、
空
手
の
名
手
で
も
あ
る
彼
は
、
二
〇
一
〇
年
に
肺
ガ
ン
の

為
亡
く
な
ら
れ
た
。

　

私
は
、
小
石
さ
ん
の
作
品
は
大
、
中
、
小
合
わ
せ
る
と
八
点
位
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
し
て
い
る
。

　

こ
の
絵
を
、
我
家
の
プ
チ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
飾
り
、
日
々
見
て
い
る
と
、
色
々
な
発
見
が
あ
り
、
彼
の
素
晴
ら

し
い
人
柄
も
相
挨
っ
て
見
飽
き
な
い
作
品
で
あ
る
。

伊
と
う
は
る
こ
（
千
葉
県
柏
市
）

小
石
サ
ダ
ヲ
《
鎮
魂
》

〈
透
徹
し
た
空
間
〉

小石サダヲ（こいし・さだを／ 1952 − 2010 年）
下関生れ。1989 年ウイーン派アートスクールで川口起美雄に師事。90 年
ドイツ・ローランツホーフ画廊、2002 年アートスペース美蕾樹で個展。
05、08、09 年青木画廊で個展。10 年没、58 歳。

小石サダヲ《 鎮魂 》
油彩、テンペラ混合技法・ボード　45.5 × 37.9cm　1994 年

Koishi Sadao  Requiem
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松
村
光
秀
さ
ん
の
絵
に
は
じ
め
て
出
会
っ
た
時
、「
こ
の
世
の
も
の
で
は
な
い
世
界
」
と
い
う
印
象
を
受
け
た
。

人
物
の
顔
、
動
物
の
表
情
な
ど
、
今
ま
で
見
た
こ
と
の
な
い
、
一
度
見
た
ら
忘
れ
ら
れ
な
い
雰
囲
気
の
絵
だ
。

　

何
度
か
じ
っ
く
り
見
て
い
る
う
ち
に
そ
の
表
現
力
、
発
想
、
技
術
が
す
ご
い
だ
け
で
な
く
、
絵
に
込
め
ら
れ

た
や
さ
し
さ
、
哀
し
み
、
ユ
ー
モ
ア
が
感
じ
ら
れ
、
惹
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

一
見
、
日
本
画
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
キ
ャ
ン
バ
ス
や
板
に
油
彩
で
描
か
れ
、
額
も
絵
に
合
わ
せ
て
自
分
で

作
る
。

　

九
歳
で
母
を
亡
く
し
、
中
学
を
出
て
看
板
屋
で
働
き
な
が
ら
二
七
歳
で
初
個
展
を
開
催
し
、
画
家
の
道
へ
。

　

四
二
歳
の
時
、
火
事
に
よ
り
一
瞬
に
し
て
最
愛
の
妻
と
三
人
の
子
ど
も
、
住
居
、
絵
画
作
品
を
失
う
と
い
う

想
像
を
絶
す
る
残
酷
で
悲
惨
な
体
験
の
後
も
、
哀
し
み
の
な
か
、
亡
く
な
っ
た
夫
人
と
子
供
た
ち
を
描
い
た
《
な

わ
・
と
ん
で
》
を
発
表
。

　

そ
の
後
も
悲
劇
を
自
分
の
中
に
取
り
込
ん
で
、
自
身
の
想
い
を
、
鎮
魂
の
作
品
、
自
画
像
、
彫
刻
な
ど
に
表

現
し
続
け
た
。

　

こ
の
絵
は
松
村
氏
の
作
品
の
な
か
で
は
、
穏
や
か
な
作
品
で
、
女
性
は
立
ち
姿
も
顔
や
手
の
表
情
も
と
て
も

優
し
い
。
亡
く
な
っ
た
夫
人
と
、
蝶
に
な
っ
た
作
者
が
交
信
し
て
い
る
の
だ
と
思
っ
た
。

　

松
村
氏
は
、
今
、
天
上
界
で
最
愛
の
妻
と
三
人
の
子
ど
も
た
ち
と
穏
や
か
に
過
ご
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

荒
井
よ
し
枝
（
東
京
都
中
央
区
）

松
村
光
秀
《
蝶
と
ほ
う
づ
き
》

現
代
の
絵
師
と
呼
ば
れ
た
作
家
の
想
い

松村光秀（まつむら・こうしゅう／ 1937 − 2012 年）
京都市生れ。1952 年京都の看板屋「竹松画房」で働く。絵は独学。京展、
二科展に入選。京都祇園の都雅画廊で個展を開催。木彫も創る。2012 年没、
74 歳。

松村光秀《 蝶とほうづき 》
油彩・キャンバス　115.0 × 37.0cm　2008 年

Matsumura Koushu  Butterfly and Ground Cherries


